
歴
史
的
背
景
の
異
な
る
四
国
の
大
学
は
、
大
学
が
所
在
す
る
地
域

に
由
来
す
る
教
育
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
徴
あ
る
学
問
分
野

の
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
い
専
門

知
識
を
持
つ
人
材
育
成
や
四
国
の
魅
力
の
発
信
に
資
す
る
「
四
国
学
」

や
「
学
際
的
専
門
知
識
」
に
関
わ
る
教
育
資
源
が
部
分
的
に
醸
成
さ

れ
て
い
る
。
個
々
の
大
学
が
有
す
る
こ
れ
ら
の
教
育
資
源
を
集
約
さ

せ
る
と
、
魅
力
あ
る
四
国
の
学
び
と
多
く
の
学
問
分
野
を
包
含
す
る

「
四
国
の
知
」
が
形
成
で
き
、
こ
れ
を
連
携
大
学
が
相
互
に
活
用
す

る
と
、
四
国
全
体
の
視
点
か
ら
地
域
活
性
化
を
促
す
協
調
的
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
材
が
育
成
で
き
る
。

そ
こ
で
、
徳
島
大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、
香
川
大
学
、
愛
媛
大
学
、

高
知
大
学
、
四
国
大
学
、
徳
島
文
理
大
学
、
高
知
工
科
大
学
が
連
携

し
て
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
利
活
用
す
る
「
e-K
n
o
w
led
g
e

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
」
を
設
立
し
、
四
国
の
自
立
的
発
展
に
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
や
、
例
え
四
国
外
に
い
て
も
四
国
に
思
い
を
馳
せ

る
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
教
育
基
盤
を
構
築
す
る
。
こ
の
教
育
基

盤
は
「
地
域
文
化
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
あ
る
教
養
教
育
科
目
と
し
て
の

「
四
国
学
」
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
職
業
人
を
育
成
す
る
「
専

門
職
業
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
あ
る
「
学
際
的
専
門
教
育
科
目
」
で
構
成

さ
れ
る
「
四
国
の
知
」
を
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
集
積

し
た
も
の
で
あ
る
。
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図１ 地域が期待する人材育成

平
成
二
〇
年
七
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、

特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
大
学
等
の
教
育
力
の

強
化
と
質
保
証
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
推
進
と
生
涯
を
通

じ
た
学
び
直
し
機
会
の
提
供
の
推
進
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
高
等
教
育
の
質
の
向
上
と
機
能
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
中
、

大
学
教
育
の
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
顕
著
に
進
行
し
て
い
る
四
国
に
お
い
て
、

自
立
的
な
地
域
の
発
展
を
促
す
た
め
に
は
、
「
四
国
は
一
つ
」
と
い

う
意
識
を
共
有
す
る
協
調
的
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
四
国
を
活
性
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
国
の
大
学
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
い

専
門
性
を
持
つ
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

高
度
基
幹
産
業
の
集
積
が
少
な
い
四
国
で
は
、
例
え
ば
、
農
林
水

産
業
や
そ
れ
に
関
連
す
る
食
品
等
の
高
度
化
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
取
り
組
む
人
材
に
は
、
図
１
に
示

す
よ
う
に
「
四
国
は
一
つ
」
と
い
う
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
、
四

国
の
広
域
的
課
題
や
資
源
・
ブ
ラ
ン
ド
・
歴
史
・
地
勢
・
文
化
・
伝

統
な
ど
の
四
国
の
魅
力
を
包
含
す
る
「
四
国
学
」
を
学
ん
だ
上
で
、

農
商
工
と
そ
の
連
携
に
係
わ
る
「
学
際
的
専
門
知
識
」
を
修
得
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
四
国
の
大
学
は
規
模
が
小
さ
く
、
個
々
の

大
学
で
、
こ
の
よ
う
な
四
国
に
係
わ
る
幅
広
い
知
識
と
多
く
の
学
問

分
野
に
ま
た
が
る
高
度
な
専
門
知
識
が
要
求
さ
れ
る
専
門
職
業
人
を

育
成
す
る
の
は
難
し
い
。
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●
事
例
紹
介

●

四
国
の
知
の
集
積
を
目
指
し
て

～
四
国
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
～

角
田
直
人

（
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
会
長
）



W
ik
ip
ed
ia
等
の
情
報
通
信
環
境
の
整
備
、

�「
四
国
の
知
」
を
構

成
す
る
「
四
国
学
」
と
「
学
際
的
専
門
教
育
科
目
」
の
e-L
ea
rn
in
g

コ
ン
テ
ン
ツ
化
、

�「
四
国
の
知
」
に
関
わ
る
共
同
研
究
の
推
進
、

等
を
行
う
。

連
携
大
学
で
「
四
国
の
知
」
を
活
用
し
た
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
e-L
ea
rn
in
g
を
主
体
と
し

た
連
携
大
学
間
を
横
断
す
る
主
専
攻
・
副
専
攻
、
例
え
ば
、
経
営
学

（
主
）
と
工
学
（
副
）、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
主
）
と
法
学
（
副
）

等
が
履
修
で
き
る
制
度
を
つ
く
る
。
さ
ら
に
生
涯
学
習
教
育
や
卒
業

生
等
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
e-L
ea
rn
in
g

で
実
施
し
、
大
学
の
教
育
機
能
の
拡
大
を
図
る
。

e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
は
、
図
３
に
示
す
よ
う
に
、

運
営
委
員
会
、
企
画
委
員
会
、
教
育
と
シ
ス
テ
ム
の
専
門
委
員
会
、

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
、
広
報
委
員
会
で
組
織
さ
れ
る
。
運
営

委
員
会
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
運
営
を
総
括
し
、
企
画
委
員
会
は
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
の
実
務
、
各
種
委
員
会
の
統
括
と
調
整
等
を
行

う
。
教
育
と
シ
ス
テ
ム
専
門
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
「
四
国
の
知
」
を

集
積
す
る
事
業
と
e-L
ea
rn
in
g
、
遠
隔
講
義
の
教
育
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
取
り
扱
う
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
は
教
育
基
盤

「
四
国
の
知
」
を
構
成
す
る
学
問
分
野
の
共
同
研
究
を
推
進
し
、
広

報
委
員
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
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図３ e-Knowledgeコンソーシアム四国の組織

四
国
学
は
、
例
え
ば
、
瀬
戸
内
圏
、
黒
潮
圏
、
遍
路
文
化
、
土
佐

の
海
の
環
境
、
瀬
戸
内
浅
海
環
境
、
里
山
・
里
川
の
環
境
、
地
域
史
、

讃
岐
学
、
阿
波
学
、
う
ど
ん
、
阿
波
藍
な
ど
の
連
携
大
学
の
特
色
あ

る
教
養
教
育
科
目
を
、
学
際
的
専
門
教
育
科
目
は
、
例
え
ば
、

�地

域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
資
源
に
は
、
経
済
学
、

経
営
情
報
学
、
総
合
政
策
学
、
地
域
科
学
等
の
専
門
教
育
科
目
を
、

�農
商
工
連
携
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
資
源
に
は
、
農
学
、

医
学
、
工
学
、
経
済
学
、
法
学
等
の
専
門
教
育
科
目
を
e-L
ea
rn
in
g

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
集
積
す
る
。
（
図
１
を
参
照
）

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
育
成
は
、
個
々
の
大
学
が
、
図
２

に
示
す
よ
う
に
、
「
四
国
の
知
」
に
集
積
さ
れ
た
「
四
国
学
」
と

「
学
際
的
専
門
教
育
科
目
」、
そ
れ
に
ニ
ー
ズ
に
叶
う
人
材
育
成
に
不

可
欠
な
専
門
教
育
科
目
を
加
え
た
専
門
職
人
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
行
う
。
こ
れ
ら
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
地
域

の
課
題
を
四
国
全
体
の
視
点
で
捉
え
、
「
四
国
は
一
つ
」
を
意
識
し

な
が
ら
四
国
の
自
立
的
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で

あ
る
。

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た

め
に
、
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
で
は

�遠
隔
講
義

や
e-L
ea
rn
in
g
を
支
援
す
る
L
ea
rn
in
g

M
a
n
a
g
em
en

t
S
y
stem

（
Ｌ

Ｍ
Ｓ
）
、

S
o
cia
l

N
etw
o
rk
in
g

S
y
stem

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
、
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図２ 「四国の知」と人材育成教育プログラム



現
在
、
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
は
上
記
八
つ
の
国

私
立
大
学
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
学
が
中
心
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
県
域
内
の
高
等
教
育
機
関
と
の
間
で
遠
隔
講
義
や
e-

L
ea
rn
in
g
を
行
う
県
域
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し
、
単
位

互
換
制
度
の
実
質
化
を
図
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
四
国
の

全
て
の
高
等
教
育
機
関
が
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四
国
を

核
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
型
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
す
。

活
動
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
四

国
で
は
、
遠
隔
講
義
や
e-L
ea
rn
in
g
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

入
れ
る
教
務
上
の
諸
課
題
の
克
服
、
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
・
Ｌ
Ｍ
Ｓ

の
運
用
や
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
e-

L
ea
rn
in
g
に
よ
る
効
果
的
な
講
義
方
法
の
開
発
な
ど
、
数
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
と
し
て

連
携
大
学
が
協
働
し
て
集
積
す
る
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
「
四

国
の
知
」
は
教
育
資
源
と
し
て
重
要
性
を
増
す
と
確
信
し
て
い
る
。

多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
「
四
国
の
知
」
が
四
国
の
高
等
教
育
機

関
の
共
通
教
育
基
盤
と
し
て
、
相
互
の
接
着
材
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
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り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
全
国
に
発
信
す
る
。

事
業
推
進
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
う
た
め
、
常
設
の
外
部
評
価
委
員
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
四
国
と
連
携
す
る
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
、
コ
ン
テ
ン
ツ
出

版
委
員
会
等
も
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
は
、

地
域
知
や
民
間
知
の
立
場
か
ら
「
四
国
の
知
」
の
e-L
ea
rn
in
g
コ

ン
テ
ン
ツ
の
共
同
開
発
に
携
わ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
出
版
委
員
会
は
、

e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
の
出
版
を
通
じ
て
四
国
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
。

e-L
ea
rn
in
g
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
間
連
携
で
行
う

と
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

第
一
は
、
学
生
は
、
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
通
す
る

「
四
国
学
」
の
学
習
で
四
国
全
体
の
視
点
か
ら
考
え
る
習
慣
が
身
に

付
く
ば
か
り
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
W
ik
ip
ed
ia
等
を
活
用
し
た
講
義

に
対
す
る
意
見
交
換
、
教
員
へ
の
質
問
等
の
共
有
に
よ
り
、
他
大
学

の
学
生
と
の
理
解
が
深
ま
り
、
四
国
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
意
識
を

芽
生
え
さ
せ
る
と
と
も
に
彼
等
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
学
生
が
四
国
に

留
ま
り
、
彼
ら
が
四
国
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
四
国
の
知
力
（
知
識
・

技
能
）
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

第
二
は
、
歴
史
、
地
勢
、
文
化
、
伝
統
等
の
四
国
に
つ
い
て
の
学

び
や
連
携
大
学
間
を
横
断
す
る
主
専
攻
・
副
専
攻
が
履
修
で
き
る
教

育
は
他
地
域
の
大
学
に
お
け
る
教
育
と
の
差
別
化
が
で
き
る
。
こ
の

特
徴
あ
る
教
育
は
四
国
内
外
の
高
校
生
に
四
国
の
大
学
で
学
び
た
く

な
る
強
い
動
機
づ
け
に
な
り
、
四
国
の
大
学
に
優
秀
な
学
生
を
確

保

で
き
る
。

第
三
は
、
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
可
欠
な
専
門
基
礎
科
目

や
外
国

語
等
の
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
を

複
数
大
学
の
教
員
が

共
同
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
質
の
高
度
化
と

そ
の
開
発
の
効
率
化
が
図
れ
る
。
ま
た
、
多
様
な
学
問
分
野
の
教
員

が
協
働
し
て
学
際
的
な
講
義
、
例
え
ば
、
農
商
工
を
俯
瞰
す
る
オ
ム

ニ
バ
ス
講
義
等
の
特
徴
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
作
成
で
き
る
。
こ
れ
ら

は
大
学
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

第
四
は
、
四
国
の
大
学
の
教
育
研
究
分
野
は
限
定
的
で
、
人
的
資

源
も

豊
富
で
あ
る
と
は

言
い

難
い
が
、
e-K
n
o
w
led
g
eコ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
四
国
に
集
積
さ
れ
た
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
で
、

お
互
い
に
教
育
研
究
分
野
の
弱
み
を
強
み
で
補
完
で
き
る
の
で
、
社

会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
市
民
へ
の
生
涯
学
習
教
育
や
卒
業
生
等
の

有
職
社
会
人
へ
の
再
教
育
機
会
を
提
供
で
き
る
。

第
五
は
、
e-L
ea
rn
in
g
コ
ン
テ
ン
ツ
の
出
版
を
行
う
こ
と
に
よ

り
「
四
国
の
知
」
を
全
国
に
発
信
し
て
、
四
国
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
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